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第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
斎
行
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
に
伴
い
、
再
び
神
社
が
注
目
を
集
め
始
め
て
い
ま
す

元
来
神
社
は
、
そ
の
地
域
で
一
番
良
い
場
所
を
選
び
建
て
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
様
々
な
種
類
の
良
い
気
を
発
し
て
い

ま
す
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ブ
ー
ム
が
一
過
性
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
は
、
単
に
訪
れ
た
だ
け
で
、
良
い
気
を
感
ず
る
事
無
く

真
の
御
利
益
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

今
だ
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
と
御
利
益
を
自
分
の
も
の
に
し

て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
▼
私
達
に｢

気
分
が
良
い
・

悪
い｣

｢

気
が
合
う
・
合
わ
な
い｣

と
い
っ
た
表
現
が
あ
る

よ
う
に
、
神
社
に
も
御
祭
神
や
鎮
座
地
の
環
境
な
ど
に
よ
る

｢

気｣

の
違
い
が
有
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
文
明
に
頼
り

切
っ
て
い
る
現
代
人
は
、
自
分
の
感
性
で
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
▼
心
を
落
ち
着
か
せ
て
余
計
な
こ

と
を
考
え
ず
、
本
殿
前
に
立
ち
深
呼
吸
、
瞼
を
軽
く
お
ろ
す

暫
く
そ
こ
に
佇
み
余
計
な
こ
と
を
考
え
ず
、
五
感
を
研
ぎ
澄

ま
せ
、
自
然
の
中
に
身
を
置
き
、
肌
で
触
れ
て
、
匂
い
を
感

じ
、
空
気
を
味
わ
い
、
木
々
の
触
れ
合
い
小
鳥
の
さ
え
ず
り

を
耳
で
感
じ
、
最
後
に
瞼
を
あ
げ
、
境
内
を
ご
覧
に
な
っ
て

下
さ
い
。
そ
の
後
も
す
ぐ
に
は
帰
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
境
内

を
散
策
し
て
、
自
分
に
合
う
場
所
を
発
見
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
▼
気
の
感
じ
方
は
、
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
参
拝
を

続
け
て
い
る
と
、
必
ず
自
分
に
合
う
神
社
が
見
つ
か
り
ま
す

探
し
方
の
コ
ツ
は
、
ほ
か
の
人
の
意
見
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

過
信
せ
ず
に
、
あ
く
ま
で
も
自
分
の
感
性
、
感
覚
を
信
じ
て

自
身
で
判
断
す
る
こ
と
で
す
▼
現
代
人
は
、｢

心
が
弱
い｣

な
ど
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
悩
み
苦
し
み
落
ち
込

む
前
に
、
自
身
の
体
調
も
含
め
て
何
か
お
か
し
い
と
感
じ
始

め
た
時
、｢

転
ば
ぬ
先
の
杖｣

的
に
、
ま
た
今
ひ
と
つ
乗
り

切
れ
ず
後
押
し
が
必
要
な
と
き
な
ど
神
社
へ
。
こ
れ
が
達
人

へ
の
足
掛
か
り
と
な
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。

(

水
谷
智
賢)
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▲豊受大神宮 遷御

伊
勢
の
神
宮
で
斎
行
さ
れ
る

神
嘗
祭
に
合
わ
せ
て
、
伊
勢
市

に
て
行
わ
れ
る

｢

初
穂
曳｣

に

入
澤
役
員
他
職
員
二
名
が
奉
仕

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

遷
座
さ
れ
た
直
後
の
初
穂
曳

と
い
う
事
で
、
市
内
は
大
変
な

熱
気
を
帯
び
て
お
り
、
大
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
で
心
を
一

つ
に
し
て
、
新
穀
を
奉
納
し

秋
の
稔
り
に
感
謝
致
し
ま
し
た
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日次月日(曜) 行 程 宿泊地

１
3／2
(日)

6:30出発 8:30出発
各地より 寒川神社 浜松市内(昼食)

17:30頃到着
伊勢神宮外宮(自由参拝)・せんぐう館 鳥羽【宿泊】

�鳥 羽�

鳥羽シーサイド
ホテル

２
3／3
(月)

7:30出発
鳥羽 伊勢神宮･内宮【正式参拝】･おかげ横丁(昼食･買物)

17:00頃到着
近江神宮【正式参拝】 びわ湖鮎家の郷 雄琴温泉【宿泊】

�雄琴温泉�

びわこ緑水亭

３
3／4
(火)

8:15出発
雄琴温泉 (奥比叡ドライブウェイ) 比叡山延暦寺／東塔(根本中堂･大講堂)

(奥比叡･名神･東名阪･伊勢湾･東名) 岡崎市内(昼食) 焼津さかなセンター(買物)
19:00頃到着
寒川神社 各地へ

�=>?@�=ABCDE FG�H ������������I

・今回は遷宮が奉仕された木の香も新しい新宮に参拝致します｡
また､ 旧正宮も並び建つ姿を目の当たりにすることが叶います｡

交通費・宿泊代・食事代・傷害保険料
伊勢神宮御神楽料等一切含みます｡

二
十
年
に
一
度
の
神
宮
式
年

遷
宮
遷
御
の
儀
が
、
皇
大
神
宮

(

内
宮)

で
十
月
二
日
、
豊
受

大
神
宮

(

外
宮)

で
は
五
日
に

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

祭
儀
に
は
勅
使
と
し
て
手
塚

英
臣
掌
典
長
が
参
向
し
、
黒
田

清
子
臨
時
神
宮
祭
主
を
は
じ
め

鷹
司
尚
武
神
宮
大
宮
司
以
下
百

数
十
名
の
祭
員
が
奉
仕
し
、
清

澄
の
浄
闇
の
中
厳
か
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
遷
御
翌

日
の
奉
幣
の
儀
に
は
池
田
厚
子

神
宮
祭
主
以
下
の
奉
仕
に
よ
り

天
皇
陛
下
か
ら
の
幣
帛
が
新
宮

に
奉
ら
れ
ま
し
た
。こ

の
両
宮
の

重
儀
に
は
利
根

宮
司
も
参
列
し

荘
厳
な
雰
囲
気

の
な
か
拝
礼
致

し
ま
し
た
。

御
社
殿
を
は

じ
め
、
神
々
の

御
装
束
、
神
宝

に
至
る
ま
で
全

て
新
し
く
造
り

替
え
ら
れ
、
瑞

々
し
く
蘇
り
生

命
感
に
満
ち
溢

れ
て
お
り
ま
す

神
宮
は
、
大
御

神
様
の
御
神
威

も
更
に
新
た
ま

り
尚
一
層
輝
き
を
増
し
て
い
ま
す

遷
宮
は
、
日
本
民
族
を
生
命

の
原
点
に
立
返
ら
せ
、
文
化
伝

承
の
在
り
方
を
説
き
、
常
に
生

成
発
展
を
遂
げ
て
き
た
こ
と
を

示
す
、
我
国
の
国
柄
の
歴
史
そ

の
も
の
な
の
で
す
。

▲参列される勅使 ▲川原大祓 (画像提供 神宮司廳)
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遷
座
の
儀
が
行
わ
れ
た
伊
勢

の
神
宮
で
は
、
十
月
十
五
日
よ

り
十
七
日
に
か
け
て
神
嘗
祭
が

斎
行
さ
れ
、
今
年
収
穫
さ
れ
た

新
穀
が
、
桧
の
香
も
芳
し
い
新

宮
に
お
遷
り
な
ら
れ
た
天
照
大

御
神
に
奉
ら
れ
、
一
年
間
の
御

守
護
と
五
穀
の
豊
穣
に
感
謝
の

念
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
典
を
奉
祝
し
、
寒
川

神
社
で
も

｢

神
嘗
奉
祝
祭｣

が

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
十
月
十
五
日
、
人
形
奉

斎
殿
に
て
人
形
感
謝
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
古
来
よ
り
�
大
切

に
さ
れ
た
人
形
に
は
魂
が
宿
り

持
ち
主
の
災
禍
を
肩
代
り
し
て

く
れ
る
�
と
の
信
仰
が
あ
り

丁
寧
に
お
焚
き
上
げ
す
る
と
い

う
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

当
日
は
雨
に
も
拘
わ
ら
ず
大

勢
の
方
が
参
列
さ
れ
、
役
目
を

終
え
て
納
め
ら
れ
た
人
形
に
感

謝
の
念
を
捧
げ
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
。

���
���
������
���
���
���
���
			




���
���

���
���
���
���

��
��
��
����
��
��
��
����
��
��
������
  
!!
""
##
$$
%%

第
二
駐
車
場
の
南
側
に
て
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
売

店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
新
築
工
事
も

順
調
に
作
業
が
進
捗
し
、
去
る

十
月
二
十
日
、
上
棟
祭
が
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
建
物
の
名
称
も

鎮
守
の
杜｢

Ｋ
о
ｙ
о(

紅
葉)｣

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
は
内
装
工
事
が
進
め

ら
れ
、
十
二
月
初
旬
に
は
一
階

が
売
店
、
二
階
が

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ガ

ラ
ス
張
り
の
施
設

が
完
成
さ
れ
る
予

定
で
、
参
拝
後
の

和
や
か
な
ひ
と
時

を
お
過
ご
し
頂
く

癒
し
の
空
間
が
出

来
上
が
り
ま
す

工
事
期
間
中
は

皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
致
し
ま
す

が
何
卒
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

▲鎮守の杜 ｢Koyo (紅葉)｣ 完成予想図
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明
治
天
皇
の
お
誕
生
日
に
あ

た
る
こ
の
日
に
、
近
代
日
本
の

建
国
発
展
に
ご
尽
力
な
さ
れ
た

明
治
天
皇
の
聖
徳
大
業
を
仰
ぎ

皇
室
の
弥
栄
と
国
家
国
民
の
繁

栄
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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新
穀
を
は
じ
め
、
今
年
収
穫

さ
れ
た
農
作
物
等
を
神
前
に
お

供
え
し
、
本
年
の
豊
作
へ
の
感

謝
を
神
に
捧
げ
る
祭
典
で
す

�
�

�
�

�

新
嘗
祭
に
際
し
、
皆
様
方
の

報
恩
感
謝
の
真
心
を
、
御
神
前

に
お
取
次
ぎ
申
し
上
げ
ま
す

米
・
酒
・
野
菜
・
果
物
・
花
・

魚
・
菓
子
等
の
奉
納
を
承
り

お
名
前
を
記
名
し
御
神
前
に
お

供
え
い
た
し
ま
す
。

尚
、
お
酒
の
奉
納(

奉
献
酒)

は
、
一
升

二
千
円
に
て
お
受

け
い
た
し
ま
す
。
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雷

金
子
紋
彌

殿
外
二
二

二
三
、〇
〇
〇
円

馬
場

栢
沼
邦
夫

殿
外
二
七

二
八
、〇
〇
〇
円

下

古
谷
喜
洋

殿
外
六
四

六
五
、〇
〇
〇
円

根
岸(

上)

砂
川

弘

殿
外
三
七

四
四
、〇
〇
〇
円

根
岸(

中)

佐
藤
征
一

殿
外

六

九
、〇
〇
〇
円

根
岸(

下)

石
井

進

殿
外
五
三

五
八
、〇
〇
〇
円

オ
リ
ー
ブ
の
丘

市
川
正
彦

殿
外

三

一
五
、〇
〇
〇
円

旭(

東)

杉
山
光
弘

殿
外
二
二

二
三
、〇
〇
〇
円

旭(

西)

福
岡
琢
也

殿
外
一
八

一
八
、五
〇
〇
円

上
合

横
溝
貞
義

殿
外
二
七

二
八
、〇
〇
〇
円

中
里(

上)

矢
野
敏
明

殿
外
三
四

四
四
、〇
〇
〇
円

中
里(

下)

矢
島

廣

殿
外
三
九

六
六
、〇
〇
〇
円

中
里(

河
原)

奥
田
嘉
男

殿
外
二
四

二
九
、〇
〇
〇
円

中
里(

サ
ザ
ン)

中
村
正
男

殿
外

四

五
、〇
〇
〇
円

宮
山
南

江
川
辰
夫

殿
外
一
〇

一
九
、〇
〇
〇
円

�
�
�
�
�

鳥
井
戸
２
森
口
恭
一

殿
外
一
〇

一
一
、〇
〇
〇
円

小
町
屋
１
〜
３

�
橋

博

殿
外
一
九

二
〇
、〇
〇
〇
円

南
台
畑
稲
荷
前

中
嶋
眞
一

殿
外

八

八
、五
〇
〇
円

富
士
見
町
中
村

徹

殿
外

一

二
、〇
〇
〇
円

仲
町
１

藤
澤
弘
一

殿
外

六

七
、〇
〇
〇
円

仲
町
２

山
上
晴
彦

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

西
１

曽
根
利
昭

殿
外
一
八

一
九
、〇
〇
〇
円

新
道

剱
持
勝
夫

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

笠
谷

府
川
宗
吉

殿
五
、〇
〇
〇
円

ソ
フ
ィ
ア
Ｄ
・
Ｅ

土
方
達
雄

殿
外

一

二
、〇
〇
〇
円

目
久
尻

福
田
圭
治

殿

一
〇
、〇
〇
〇
円

�
�
�
	
�

久
保
地

三
澤
廣
司

殿
五
、〇
〇
〇
円

仲
町

臼
井

英

殿
外

六

一
二
、〇
〇
〇
円

上
町

武
田

博

殿
一
、〇
〇
〇
円

仲
町
原

佐
藤
判
夫

殿
外

四

五
、〇
〇
〇
円

宿
１

木
村
俊
二

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

宿
２

鳥
海
多
恵
子

殿
外
一
〇

一
一
、〇
〇
〇
円

両
替

吉
田
俊
明

殿

五
〇
、〇
〇
〇
円

東
１

禮
久
信
利

殿
外

五

六
、〇
〇
〇
円

東
３･

５
Ｂ

石
井
正
夫

殿
外
一
七

一
八
、〇
〇
〇
円

ソ
フ
ィ
ア
Ａ
〜
Ｃ

江
積
幸
博

殿
一
、〇
〇
〇
円

上
町･
下
町

三
留
春
雄

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

�



�
�

入
町

栗
田

馨

殿
外

六

七
、〇
〇
〇
円

菅
谷
台

奥
津

肇

殿
外

九

一
三
、〇
〇
〇
円

�
�


�

西

松
井
博
之

殿
外

六

一
三
、〇
〇
〇
円

東
１

三
澤
敬
機

殿
外

五

六
、〇
〇
〇
円

東
２

小
西
和
夫

殿

一
〇
、〇
〇
〇
円

原
１

藤
井
喜
代
治

殿
外

八

一
六
、〇
〇
〇
円

�
�
	
�
�
�

南
駅
前
通
三
堀

昇

殿
外

二

一
〇
、〇
〇
〇
円

南
１

�
橋

進

殿
二
、〇
〇
〇
円

南
２

金
沢
純
一

殿
外

一

四
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

大
村(

東
１)

久
保
田
輝
夫

殿
外
一
二

一
三
、〇
〇
〇
円

大
村(

西
１)

大
和
田
文
男

殿
外

八

一
八
、〇
〇
〇
円

大
村(

東
２)

安
藤
文
夫

殿
一
、〇
〇
〇
円

大
村(

西
２)

伊
藤
定
男

殿
外

七

一
五
、〇
〇
〇
円

才
戸(

南)

松
本
則
夫

殿
外
七
四

四
三
、五
〇
〇
円

才
戸(

東)

堤

朝
雄

殿
外

七

一
二
、〇
〇
〇
円

原(

南)

脇

政
一

殿
外
一
一

二
三
、〇
〇
〇
円

原(

北)

平

�
夫

殿
外
一
一

一
二
、〇
〇
〇
円

新
町

井
上

登

殿
外

四

五
、〇
〇
〇
円

南
町

平
原
麻
子

殿
外
二
〇

一
九
、〇
〇
〇
円

西
町

磯
崎
広
美

殿
外
一
九

二
〇
、〇
〇
〇
円

川
端(

西)

亀
山
美
代
子

殿
外
一
五

一
六
、〇
〇
〇
円

桜
町(

上)

武
田

昇

殿
外

四

七
、〇
〇
〇
円

桜
町(

中)

上
武
弘
道

殿
外

五

六
、〇
〇
〇
円

�



�
�

大
曲

鈴
木

烈

殿
外
四
六

四
九
、〇
〇
〇
円

�
	

�
�

南
町

松
本
富
雄

殿
外
一
九

二
〇
、〇
〇
〇
円

西
町

石
川
利
次

殿
外
三
四

三
五
、〇
〇
〇
円

宿
町

菊
地

伸

殿
外
二
七

二
八
、〇
〇
〇
円

東
町

近
藤
昭
雄

殿
外
一
七

一
八
、〇
〇
〇
円

神
之
倉

石
黒
宏
平

殿
外
一
六

一
七
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

中
瀬
１

小
泉
和
夫

殿
五
、〇
〇
〇
円

中
瀬
２

中
間
鐵
郎

殿
五
、〇
〇
〇
円

中
瀬
３

小
泉
正
美

殿
五
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

小
動

市
川
幹
雄

殿
外
三
一

三
二
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

墨
東
寒
川
講
伊
藤
國
雄

殿
外

三

二
〇
、〇
〇
〇
円

寒
川
神
社
易
友
会

澤
津
壽
道

殿

一
〇
、〇
〇
〇
円

八
王
子
奉
仕
講

�
治
英
而

殿
外
二
九

五
八
、五
〇
〇
円

�
�

�
�

九
一
、〇
〇
〇
円

(

順
不
同
・
敬
称
略)
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A
$
B
C
,
-
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/
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-
�
2

横
溝
�
義

市
川
元
久

入
澤
一
三

中
島
啓
介

大
川
静
男

㈱
市
川

神
恵
苑

長
嶋
園

豊
月
堂

㈱
阿
部

㈱
青
葉

㈱
秋
江

㈱
�
田

生
長
園

㈱
藤
又

㈲
松
乃
鮨

金
子

昭

寒
川
病
院

東
木
材
㈱

露
木
生
花

㈱
イ
ソ
ダ

㈱
梅
屋
幸

寿
重
機
㈱

㈱
結
商
会

酒
井
米
男

河
西
工
業
㈱

一
政
水
産
㈱

瀧
川
園
茶
舗

㈲
鈴
野
農
機

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
村
紙
業
㈱

㈱
湘
南
山
鉄

㈱
永
沢
興
業

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

㈲
丸
井
紙
店

昭
和
興
産
㈱

㈲
青
木
商
事

青
山
大
寿
司

秋
山
商
事
㈱

㈱
北
岡
本
店

北
村
工
務
店

㈲
三
沢
米
店

山
一
工
業
㈱

相
模
興
業
㈱

㈲
寒
川
建
材

㈱
シ
ノ
ハ
ラ

㈱
ア
ー
ク
ル

川
本
工
業
㈱

�
橋
竹
材
店

㈱
コ
ー
メ
ー

百
崎
製
菓
㈱

㈲
田
中
写
真

中
沢
運
輸
㈱

㈱
サ
ン
ユ
ー

松
井
建
設
㈱

㈱
フ
ル
モ
ト

㈱
ヒ
ラ
ボ
ウ

熊
澤
酒
造
㈱

日
本
精
麦
㈱

丸
�
工
業
㈱

村
松
商
事
㈱

㈱
植
藤
造
園

安
藤
物
産
㈱

大
黒
屋
製
菓

㈱
神
奈
川
中
宣

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

㈲
壁
島
工
務
店

㈲
喜
久
屋
酒
店

㈲
飯
田
材
木
店

㈲
臼
井
青
果
店

㈱
金
庫
屋
商
店

㈱
工
房
え
む
ま

寒
川
町
商
工
会

ほ
り
む
ら
薬
局

下
里
自
動
車
㈱

湘
南
信
用
金
庫

㈱
鈴
木
製
餡
所

㈱
中
島
鐵
工
所

㈱
山
上
工
務
店

㈱
ア
イ
ネ
ッ
ト

㈱
竹
中
工
務
店

㈱
落
雁
諸
江
屋

㈲
湘
南
ラ
イ
ン

㈱
内
野
不
動
産

㈲
寒
川
製
材
所

㈲
香
川
第
一
交
通

㈱
ウ
ス
イ
植
物
園

こ
み
ね
化
粧
品
店

㈲
さ
が
み
や
菓
舗

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

㈱
金
子
建
材
土
木

寒
川
町
観
光
協
会

㈲
古
山
看
板
塗
装

ヨ
シ
カ
ワ
洋
品
店

森
村
ケ
ミ
カ
ル
㈱

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

と
ん
か
つ
水
龍
㈲

㈱
レ
ス
ポ
ア
ー
ル

横横
浜浜
貨貨
物物
綜綜
合合
㈱㈱

㈱㈱
ささ
んん
ここ
うう
どど
うう

綜綜
合合
警警
備備
保保
障障
㈱㈱

千千
寿寿
会会
きき
くく
のの
郷郷

中中
野野
設設
計計
工工
務務
㈱㈱

㈱㈱
大大
島島
寅寅
次次
郎郎
商商
店店

㈲㈲
寒寒
川川
公公
衆衆
衛衛
生生
社社

長長
嶋嶋
福福
ダダ
ルル
ママ
物物
産産

㈱㈱
ジジ
ェェ
イイ
ココ
ムム
湘湘
南南

㈱㈱
晃晃
和和
デデ
ィィ
スス
ププ
レレ
イイ

㈲㈲
協協
和和
クク
リリ
ーー
ニニ
ンン
ググ

㈱㈱
ササ
ンン
エエ
ーー
ササ
ンン
クク
スス

㈲㈲
ＦＦ
ＬＬ
ププ
ララ
ンン
ニニ
ンン
ググ

アア
ズズ
ビビ
ルル
㈱㈱
湘湘
南南
工工
場場

レレ
ンン
ゴゴ
ーー
㈱㈱
湘湘
南南
工工
場場

㈱㈱
横横
浜浜
銀銀
行行
茅茅
ヶヶ
崎崎
支支
店店

㈱㈱
ダダ
イイ
ワワ
・・
エエ
ムム
・・
テテ
ィィ

㈲㈲
ノノ
ブブ
・・
リリ
ララ
イイ
アア
ブブ
ルル

㈲㈲
ボボ
デデ
ーー
シシ
ョョ
ッッ
ププ
浜浜
名名

レレ
ンン
ブブ
ララ
ンン
トト
ホホ
テテ
ルル
厚厚
木木

㈱㈱
ヒヒ
ダダ
ロロ
ジジ
スス
テテ
ィィ
ッッ
クク
スス

門門
前前
だだ
んん
ごご
茶茶
屋屋
九九
五五
郎郎
庵庵

㈱㈱
竹竹
澤澤
古古
典典
建建
築築
設設
計計
事事
務務
所所

㈱㈱
ググ
ララ
ンン
ドド
ララ
イイ
ンン･･
ママ
ルル
シシ
ゲゲ

ささ
がが
みみ
農農
業業
協協
同同
組組
合合
寒寒
川川
支支
店店

㈱㈱
湘湘
南南
ビビ
ュュ
ーー
テテ
ィィ
ブブ
ララ
イイ
ダダ
ルル

㈱㈱
三三
井井
住住
友友
銀銀
行行
藤藤
沢沢
法法
人人
営営
業業
部部

旭旭
フフ
ァァ
イイ
ババ
ーー
ググ
ララ
スス
㈱㈱
湘湘
南南
工工
場場

㈱㈱
アア
ササ
ヒヒ
フフ
ァァ
シシ
リリ
テテ
ィィ
ズズ
横横
浜浜
支支
店店

㈱㈱
アア
ササ
ヒヒ
フフ
ァァ
ーー
ママ
シシ
ーー
一一
之之
宮宮
薬薬
局局

ココ
カカ
・・
ココ
ーー
ララ
セセ
ンン
トト
ララ
ルル
ジジ
ャャ
パパ
ンン
㈱㈱

日日
立立
オオ
ーー
トト
モモ
テテ
ィィ
ブブ
シシ
スス
テテ
ムム
ズズ
㈱㈱
厚厚
木木
事事
業業
所所

((

順順
不不
同同
・・
敬敬
称称
略略))

平
成
二
十
六
甲
午
年
の
正
月
に
神
門
を
飾
る

｢

迎
春
神
話
ね
ぶ

た｣

の
下
絵
が
完
成
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
平
成
十
七
年

｢

山
口
祭｣

よ
り
始
ま
っ
た
第
六
十
二

回
神
宮
式
年
遷
宮
の
最
大
の
重
儀
、｢

遷
御
の
儀｣

が
去
る
十
月

に
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
、
皇
祖
天
照
大
御
神
が
新
宮
に
御
遷
り
な
ら

れ
ま
し
た
事
を
奉
祝
し
、
皆
様
良
く
ご
存
知
の

｢

天
の
岩
屋
戸｣

の
物
語
を
主
題
に
、
本
年
青
森
ね
ぶ
た
大
賞
を
受
賞
し
た
ね
ぶ
た

師
、
北
村
蓮
明
氏
に
よ
り
製
作
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ね
ぶ
た
の
場
面
は
、
天
照
大
御
神
が
天
岩
屋
戸
に
お
隠
れ

に
な
っ
て
し
ま
い
、
闇
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
世
の
中
を
八
百

万
の
神
々
達
が
知
恵
を
絞
り
、
元
の
明
る
い
世
界
を
甦
ら
せ
よ
う

と
力
を
合
わ
せ
た
結
果
、
闇
を
払

い
夜
明
け
を
告
げ
る
鶏
鳴
三
声
と

共
に
太
陽
神
天
照
大
御
神
が
お
出

ま
し
に
な
り
、
光
が
世
に
満
ち
溢

れ
る
瞬
間
を
表
し
て
お
り
、
皆
様

が
ね
ぶ
た
を
く
ぐ
り
、
神
話
の
世

界
へ
と
回
帰
、
追
体
験
し
て
頂
く

こ
と
に
よ
り
、
経
済
の
回
復
の
兆

し
が
見
え
る
新
し
い
日
本
の
夜
明

け
に
希
望
を
持
ち
、
着
実
な
一
歩

を
踏
み
出
し
て
頂
き
た
い
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ね
ぶ
た
は
十
二
月
二
十
日
、
神

門
に
掲
げ
ら
れ
、
来
年
の
元
旦
午

前
零
時
に
明
か
り
が
灯
さ
れ
初
詣

に
御
参
拝
の
皆
様
を
お
迎
え
致
し

ま
す
。

ね
ぶ
た
は
そ
の
後
二
月
三
日
迄

神
門
を
飾
り
ま
す
。
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の
稲
刈
り
を
実
施
致
し
ま
し
た

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ス

カ
ウ
ト
を
は
じ
め
、
団
委
員
・

大
勢
の
ご
父
兄
の
方
々
に
も
参

加
頂
き
ま
し
た
。

六
月
に
植
え
た
苗
は
、
す
く

す
く
と
育
ち
、
黄
金
色
に
輝
く

稲
穂
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。
神

饌
田
一
面
に
実
っ
た
稲
穂
を
自

ら
の
手
で
刈
り
な
が
ら
、
ス
カ

ウ
ト
達
は
収
穫
を
喜
ぶ
と
同
時

�
�

�
	



�

�
�

�
�

�


�
�

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

片
手
に
園
内
を
見
学
し
て
周
り

ま
し
た
。
マ
グ
ロ
が
回
遊
す
る

様
子
や
ペ
ン
ギ
ン
の
生
態
を
ガ

ラ
ス
越
し
に
間
近
で
観
察
し
た

り
、
エ
イ
や
サ
メ
を
素
手
で
触

れ
る
体
験
な
ど
様
々
な
魚
や
海

鳥
を
観
察
し
、
改
め
て
私
達
を

含
め
こ
れ
ら
を
育
む
海
の
大
き

さ
と
自
然
の
力
を
知
り
得
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
中
々
見
る
こ

と
の
出
来
な
い
海
の
様
子
を
私

達
に
見
せ
て
く
れ
る
水
族
園
の

恒
例
の
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を

館
生
三
十
八
名
と
講
師
他
十
六

名
が
参
加
し
て
、
十
月
二
十
日

(

日)

実
施
し
ま
し
た
。

本
年
は
昭
和
天
皇
の
陵
墓
で

あ
り
ま
す
武
蔵
野
御
陵
と
昭
和

記
念
公
園
に
行
く
予
定
で
し
た

が
、
生
憎
の
雨
に
よ
り
急
遽
葛

西
臨
海
水
族
園
に
変
更
し
て
出

発
し
ま
し
た
。

九
時
三
十
分
に
到
着
し
、
早

速
班
毎
に
別
れ
観
察
シ
ー
ト
を

人
達
の
苦
労
も
垣
間
見
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

皆
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
か

家
族
で
ま
た
訪
ね
た
い
と
の
思

い
を
抱
き
、
帰
館
し
ま
し
た

十
月
十
四
日
、
Ｂ
Ｓ
寒
川
第

二
団
の
神
饌
田
に
於
い
て
恒
例

に
、
自
然
の
恵
み
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
で
改
め
て
神
様
に
対
す

る
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

十
月
二
十
一
日
、
第
三
十
五
回
自
衛
消
防
隊
消
火
技
術
大
会
が
開

催
さ
れ
、
屋
内
消
火
栓
操
法
女
子
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。

隊
員
達
は
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
安
全
か
つ
迅
速
に
安

定
し
た
操
法
を
披
露
し
、
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
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大
正
時
代
宮
山
七
町
内
の
小

祀
を
合
祀
し
、
宮
山
の
氏
神
様

と
し
て
篤
く
崇
め
ら
れ
る
、
末

社
宮
山
神
社
の
例
祭
が
、
去
る

九
月
二
十
九
日
、
役
員
・
総
代

を
始
め
氏
子
の
方
々
の
参
列
の

も
と
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た

十
月
六
日
に
は
澄
み
渡
る
青

空
の
下
、
神
幸
祭
が
賑
々
し
く

執
り
行
わ
れ
、
神
輿
が
町
内
を

威
勢
よ
く
練
歩
き
ま
し
た
。

ま
た
、
神
賑
行
事
も
行
わ
れ

大
勢
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
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り
ま
す
の
で
、
ご
受
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
市
町
村
か
ら
発
行
さ
れ

て
い
る
健
康
だ
よ
り
等
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
で
確
認
す
る
か
各
市

町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き

ご
自
分
が
受
診
で
き
る
条
件
に
あ

て
は
ま
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

企
業
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
定

期
健
康
診
断
や
、
人
間
ド
ッ
ク
な

ど
に
も
が
ん
検
診
と
同
様
の
検
査

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
機
会
が
あ
る
方
は
ご
自

分
の
受
診
内
容
を
事
前
に
確
認
し

不
足
し
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
は

が
ん
検
診
等
を
受
診
す
る
な
ど
利

用
で
き
る
制
度
を
十
分
に
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
職
場
の
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
に
つ
い
て
も
企
業
や
健
康

保
険
組
合
か
ら
補
助
金
が
出
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
勤
め
先

や
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合

等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

が
ん
検
診
や
健
康
診
断
・
人
間

ド
ッ
ク
で
は
実
施
で
き
る
検
査
方

法
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自

覚
症
状
が
あ
る
場
合
や
気
に
な
る

こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
健
康
診
断
・

人
間
ド
ッ
ク
だ
け
で
は
原
因
を
つ

き
と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

か
か
り
つ
け
医
や

最
寄
り
の
医
療
機

関
を
ご
受
診
い
た

だ
き
医
師
に
ご
相

談
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す

が
ん
治
療
の
決
め
手
は
早
期
発

見
に
あ
り
ま
す
。
が
ん
は
早
期
に

発
見
し
早
期
に
治
療
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
す
。
近
年
に
お
け

る
が
ん
の
増
加
に
伴
い
、
が
ん
検

診
を
受
診
す
る
重
要
性
が
増
し
て

い
ま
す
。

が
ん
検
診
の
受
診
方
法
に
は
様
々

な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
各
市
町

村
で
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診
を

受
診
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
市

町
村
で
実
施
す
る
が
ん
検
診
に
は

｢

胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診
・

大
腸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診｣

の
５
種
類
が
あ

り
、
胃
が
ん
検
診
は
胃
部
Ｘ
線

(

バ
リ
ウ
ム
を
飲
む
検
査)

で
実

施
し
ま
す
。
異
常
が
見
つ
か
っ
た

場
合
は
胃
カ
メ
ラ
な
ど
の
検
査
で

精
密
検
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
肺
が
ん
検
診
は
胸
部
Ｘ
線
検

査
と
喀
痰
細
胞
診
検
査
の
２
種
類

が
あ
り
、
一
般
的
に
は
胸
部
Ｘ
線

の
み
で
行
わ
れ
、
痰
が
よ
く
出
る

な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
や
医
師

か
ら
必
要
と
認
め
ら
れ
た
方
に
つ

い
て
喀
痰
検
査
が
追
加
さ
れ
ま
す

精
密
検
査
の
手
段
と
し
て
は
Ｃ
Ｔ

の
検
査
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。
大

腸
が
ん
検
診
は
便
潜
血
検
査
で
実

施
し
ま
す
。
便
を
採
取
し
て
便
の

中
に
血
液
が
混
じ
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
検
査
す
る
も
の
で
す
。
便

に
血
液
反
応
が
出
た
場
合
に
は
大

腸
の
内
視
鏡
検
査
等
で
精
密
検
査

を
行
い
ま
す
。
乳
が
ん
検
診
は
医

師
に
よ
る
視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
・
乳
腺
超
音
波
検
査
が
あ
り

一
般
的
に
は
視
触
診
＋
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
で
実
施
し
ま
す
。
子
宮
が

ん
検
診
は
子
宮
内
診
と
細
胞
診
が

あ
り
、
検
診
で
は
頚
部
細
胞
診
の

み
で
実
施
し
ま
す
。

市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
が
ん

検
診
で
は
、
料
金
に
対
し
て
市
町

村
か
ら
一
部
補
助
金
が
出
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
た
だ
し
受
診

で
き
る
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
年
度
内
に
一
度
と
い
う
制
限

や
、
胃
・
肺
・
大
腸
・
乳
が
ん
検

診
の
場
合
は
40
歳
以
上
の
方
、
子

宮
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
の
方
が

受
診
の
対
象
と
な
る
と
い
っ
た
年

齢
制
限
、
医
療
機
関
ご
と
に
実
施

し
て
い
る
が
ん
検
診
の
種
類
が
限

ら
れ
て
い
る
等
様
々
な
条
件
が
あ
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木
の
香
も
か
ぐ
わ
し
く
、
神
聖

感
あ
ふ
れ
る
内
宮
新
御
正
宮

｢

第
二
回
寒
川
み
ん
な
の
花
火｣

が
今
月
の
九
日
に
開
催
さ
れ
る

約
六
百
発
、
僅
か
十
五
分
の
花
火

だ
が
、
地
道
な
募
金
活
動
等
の
成

果
で
あ
り
、
秋
の
夜
空
と
み
ん
な

の
心
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る

外
暑
し
朝
か
ら
廻
す
扇
風
機
あ
な
た
頼
り
と
ス
イ
ッ
チ
入
れ
る

山
口

幸
子

風
も
な
く
日
差
し
強
き
昼
下
り
音
す
ら
も
無
く
時
の
止
ま
れ
る

山
根
喜
美
代

送
り
火
の
白
煙
く
の
字
を
描
き
つ
つ
ゆ
っ
く
り
上
る
を
じ
っ
と
見
つ
め
る

亀
山

文
子

｢

敗
戦｣

を
何
故

｢

終
戦｣

と
命
名
せ
し
か
誤
魔
化
し
戦
後
は
こ
こ
よ
り
始
ま
る

安
藤

慧

盆
迎
え
七
年
経
ち
し
も
夫
好
み
き

｢

シ
ャ
ル
メ
ー
ヌ｣

の
曲
懐
し
く
聞
く

川
島
惠
美
子

盆
棚
を
今
年
は
出
せ
ぬ
と
嘆
く
吾
に
息
子
夫
婦
の
飾
り
て
く
る
る

天
利

春
枝

夕
焼
の
空
を
あ
お
ぎ
て
庭
散
歩
蝉
の
な
き
声
心
は
げ
ま
す

三
留
と
く
子

待
ち
わ
び
し
一
日
の
雨
が
そ
の
朝
秋
め
く
風
を
残
し
ゆ
き
た
り

堀
江

照
子

福
島
の
復
興
支
援
の
桃
届
く
し
た
た
る
果
汁
に
思
わ
ず
笑
顔

宮
治
友
美
枝

久
々
の
雨
に
潤
う
木
々
の
花
凛
と
生
命
の
輝
き
て
見
ゆ

徳
江

道
子

最
後
ま
で
夫
の
看
取
り
を
と
望
み
し
も
我
の
力
の
及
ば
ず
な
り
ぬ

宇
田
川
時
子

た
っ
ぷ
り
の
水
飲
み
干
し
て
庭
の
花
元
気
い
っ
ぱ
い
真
夏
日
に
咲
く

土
屋
ト
ミ
子

突
然
に
異
常
気
象
の
襲
い
く
る
日
本
列
島
ど
こ
も
か
し
こ
も

浜
田

寿
子

に
ぎ
わ
い
し
海
は
静
ま
り
波
荒
き
夕
べ
の
海
よ
夏
も
果
つ
る
か

岡
元

芳
子

今
朝
の
供
華
と
挿
す
秋
海
棠
葉
の
う
ら
に
空
蝉
一
つ
す
が
り
て
を
り
ぬ

杉
本

照
世

か
さ
か
さ
と
枯
葉
舞
い
散
る
ロ
ー
カ
ル
の
駅
舎
に
初
冬
の
風
の
吹
き
抜
く

瀧
本
三
重
子

地
祭
り
の
三
方
に
盛
る
今
年
米

根
岸

君
子

豊
の
秋
風
に
め
く
れ
る
干
し
筵

金
子

つ
ぢ

水
澄
み
て
木
綿
豆
腐
の
布
目
か
な

飛
石

槿
花

古
雑
誌
く
く
る
戸
口
や
菊
日
和

相
原

白
蕗

間
引
菜
の
細
き
白
根
の
捨
て
が
た
し

宮
入

つ
る

首
筋
の
冷
え
に
目
覚
め
し
今
朝
の
秋

菅
沼
う
め
の

鉄
塔
の
影
伸
び
伸
び
と
刈
田
か
な

倉
谷

節
子

夕
風
の
抜
け
る
鉄
塔
秋
夕
焼
け

山
本

朝
子

野
分
過
ぎ
合
羽
干
し
あ
る
駐
在
所

菅
沼

保
幸

星
月
夜
神
鼓
と
ど
ろ
く
遷
御
の
儀

松
本
美
智
子

知
ら
ぬ
間
に
つ
け
て
戻
る
や
い
の
こ
づ
ち

竹
村
真
砂
美

一
つ
家
に
二
つ
の
所
帯
カ
ン
ナ
燃
ゆ

金
指

月
光

赤
蜻
蛉
擦
り
傷
絶
え
ぬ
膝
小
僧

伊
藤

公
一

甚
六
の
老
い
て
食
ふ
だ
け
大
根
播
く

芹
沢

徳
光

富
士
山
の
肩
に
沈
み
し
今
日
の
月

松
村

信
篤

空
稲
架
に
人
肌
ほ
ど
の
日
の
ぬ
く
み

岡
田
風
呂
釜

草
紅
葉
夕
日
の
畦
に
残
り
け
り

浦
野

房
子

廃
屋
に
断
り
栗
を
拾
ひ
け
り

岩
田
美
代
子

し
ば
ら
く
は
ひ
と
間
を
と
ら
れ
菊
作
り

露
木
て
る
子

新
米
を
我
が
家
の
神
へ
供
へ
け
り

皆
川
志
ん
ご

曼
珠
沙
華
人
の
通
ら
ぬ
土
堤
曲
が
る

四
ッ
車
梢
月

末う
ら

枯が
れ

や
口
先
だ
け
は
衰
え
ず

天
沼

子
平

伊
勢
詣
神
引
っ
越
し
の
秋
の
宵

原
野

楽
天

も
て
な
し
の
味
噌
汁
う
ま
し
芋
の
秋

三
輪

恭
子


